



















































































































































































































































































































































































 1） 島川（2002）pp. 1-9
 2） 安東（1991）p. 12
 3） 本パラグラフの記述は，安東（1991） p. 12，本間（1999）p. 47などによる
 4） 内発的地域振興は，「内発的発展論」，「内発的地域開発」など著者によって表現が異なるが意
味は同一である。そこで本論では，内発的地域振興で統一する。
 5） 鶴見（1999）p. 32
 6） 清成（2010）p. 30
 7） 古池（2007）p. 15
 8） 古池（2007）pp. 15-16
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